
2012

こんなことが出来ます！
膨張性を有する焼却灰を土木資材にリサイクル固化する場合、
材料のもつ細孔性・多孔性をそのままにして、所定の硬度で
高機能な土木資材として有効利用することができます。
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【解決したポイント】 【従来の問題点】

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

　従来技術のような特殊な方法ではなく簡単に膨
張抑制した後、蒸気養生装置等を使用せず材料の
性質をうまく利用することにより、低コストで所定
の硬度が発現できる水熱固化体を製造すること
ができる。

　膨張性を有する焼却灰の固化体を所定の硬度
で製造するには、特殊な薬剤や高温での特殊な混
合混練方法を用いて膨張を抑制した後、蒸気養生
装置を使用して硬度の高い水熱固化体を製造して
おり、製造工程が複雑でコストが高い。

　この方法により、金属アルミニウム等の
膨張性を有する焼却灰であっても材料の持
つ特性を上手く利用するだけで、低コストで
膨張を抑えた所定の硬度の水熱固化体を製
造することができる。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０１１００６４９０
２）特許番号／特許第４８４６８７６号
３）公開番号／特開２０１２－１５２７１５
４）出願番号／特願２０１１－０１６１４８
５）出 願 日／２０１１．１．２８
６）発明の名称／「焼却灰を原料とした資材の

製造方法」
７）特許権者／株式会社大協組
８）代表発明者／山浦　康正
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
10）共同開発・研究の意思 ■有 □無
11）サンプル提供の予定 ■有 □無
12）技術指導の意思 ■有 □無
13）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
14）事業化実績 ■有 □無
15）実施権許諾実績 ■有 □無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　焼却灰をセメントや生石灰と混合混練した後、水分量を所定の量に調整し膨張を抑制する水分調整工程。
次に混練物を地中や構造物などの大型の型枠に成形・圧縮し、生石灰と水との反応熱を利用して約60～
100℃の水熱固化養生を行う。これにより蒸気養生装置を使用しないで短時間に所定の硬度に岩石化が可
能となる。

焼却灰を主原料とした資材の製造方法

　共試体を製作し
ての実証実験では、
１軸圧縮強度最高
31.8Ｎ/㎟の強度
が得られた。

技術の概要

菌培養中の
分泌液

添加20時間後

2024

こんなことが出来ます！
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【解決したポイント】 【従来の問題点】

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

　ゴム軟化液にゴムを浸すと、ゴムの破断強度
が極端に低下するため、ゴムの機械粉砕プロセ
スが省力化でき、ゴムのマテリアル変換のため
の原料化のハードルが下がった。

　加硫ゴムの再生プロセスには、ゴムの物理的
な粉砕による細粒化が重要であり、この粉砕に
多くのエネルギーが費やされている。

　加硫ゴムの軟化を加速させるゴム分解菌
分泌液の成分の特定を進めています。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２４００００７８
２）特許番号／特許第７２５０３７９号
３）公開番号／
４）出願番号／特願２０２２－０３９３７９
５）出 願 日／２０２２．３．１４
６）発明の名称／「軟化ゴムの製造方法」
７）特許権者／公立大学法人 公立鳥取環境大学
８）代表発明者／佐藤　伸
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
10）共同開発・研究の意思 ■有 □無
11）サンプル提供の予定 □有 ■無
12）技術指導の意思 ■有 □無
13）実施実績　 □有　□試作 □実験 ■無
14）事業化実績 □有 ■無
15）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

不飽和脂肪酸やテルペン類にゴム分解菌分泌溶液を混合した溶液に加硫ゴムを浸すと、
ゴムが極端に軟化します。この軟化は加硫ゴムの再資源化に役立つことが期待されます。

　加硫ゴムはもともと、不飽和脂肪酸やテルペン類（リナロールなど）と反応し、軟化することは知られてい
るが、発明者が鳥取で分離したゴム分解菌の培地分泌成分を添加すると、ゴムの軟化がより進むことが明ら
かとなった。これにより、ゴムの粉砕プロセスを省力化することができ、廃ゴムのマテリアル変換のための原
料化が促進されることが期待されます。

軟化ゴムの製造方法
（ゴム分解キノコ分泌成分が加速するゴムの軟化）
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